
東日本大震災による公共土木施設災害復旧事業説明会（津谷川・中島海岸）

平成 年 月 日 （火） ～

小泉中学校　体育館

気仙沼市本吉町６地区（登米沢・小泉東・小泉西・小泉下町・小泉仲町・小泉新町）と地権者

出席住民　約１２０人

１．説明会の目的

２．住民からの質問・意見

１．今回の震災の津波シミュレーションは出来なかったのか。

４．河川内に降りることのできる道路はできるのか。
５．現在，離岸堤が点在し，船が通るとき危険である。離岸堤は撤去するのか。

７．今年中にまた説明会は開催されるのか。

３．気仙沼土木事務所からの回答

２．今後，どの程度の排水量が有るのか検討を行います。

気仙沼市本吉町小泉地区を対象として開催した災害復旧事業説明会概要

件名

18:30 20:20日時

場所

出席者

６．赤崎の船揚場はどうなるのか。

24 10 16

内容

２．大雨等の増水時に津谷川左岸地域で排水が十分でなく浸水等が発生しているので，
　　排水の設計をして欲しい。
３．三陸道と堤防部の交差部の構造はどうなるのか。堤防上に道路はできるのか。

５．現在，離岸堤は点在している状態なので，新しい離岸堤を設置をします。
　　浅い位置にあるブロックは拾えるか，今後調査を実施します。
６．今現在の図面には示していませんが，どの程度の規模にするかも含め，
　　今後相談させて頂きたい。
７．極力早く次の説明会を開催したいと考えていますが，時期は未定となります。
　　土地境界については，国土調査の成果を基に境界復元作業を行っており，
　　今後皆様には別途通知致しますので立会をよろしくお願い致します。

４．河川管理上必要であり，何カ所か設置する計画はありますが，位置は確定していません。

１．今回の津波に対してはシミュレーションは行っていません。
　　津波の範囲や高さ等の痕跡調査を行いました。

３．津谷川の堤防が２割５分堤の区間であり，一部道路が堤防上を使用する形になります。
　　今後，三陸道側と調整を行います。

　小泉地区には３者（仙台河川国道事務所，気仙沼市建設部，県土木事務所）が各々管理
する国道，市道・市道橋，河川・海岸の公共土木施設あり，昨年の大震災により甚大な被害
を受けたため，災害復旧事業申請を行い，現在は施設復旧の設計を進めています。
　地域住民並びに地権者の方々に災害復旧事業の概要を説明し，各事業への御理解と御
協力を求めました。
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